
ＭＲＩ検査の説明	
 

●　	
 ＭＲＩ(エム・アール・アイ)検査とは	
 

ＭＲＩは、強力な磁石と電波を使った検査です。患者さんは、

ベッドの上に横になって、トンネル状の装置の中に入って撮影

します。検査中は、痛みなどはありませんが、工事現場のよう

な連続した大きな音がするのが特徴です。安全にＭＲＩ検査を

受けていただくため、以下に注意事項を説明します。	
 

●　	
 検査の注意事項	
 

以下の事項に該当する場合は、医師にご相談ください。	
 

≪ＭＲＩ検査を受けることができない場合≫	
 

①心臓ペースメーカーを装着している	
 

②人工内耳を装着している	
 

③脳動脈瘤のクリッピング手術を受けたことがあり、使用されているクリップの材質がわからない	
 

④血管内手術で金属のステントを挿入して間もない(６週間以内)	
 

⑤その他金属が体内にある、または、体に装着している金属がはずせない状態	
 

⑥重度の閉所恐怖症	
 

≪ＭＲＩ検査を受ける際に注意が必要な場合≫	
 

①小児(薬を使用した入眠措置が必要なる場合があります)	
 

②軽度の閉所恐怖症(薬を使用した入眠措置が必要になる場合があります)	
 

③妊娠３ヶ月以内(妊娠４ヶ月以降であれば検査できます)	
 

●　	
 お問い合わせ先	
 

北星記念病院　地域医療連携室　電話(0157)51-1234　FAX(0157)51-1230	
 


